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尾
崎
、
優
勝
も
た
ら
す
大
活
躍
、
女
子
は
サ
ン
ト
リ
ー
が
初
優
勝

第
２６
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

（秩
父
宮
妃
賜
杯

労
働
大
臣
杯
争
奪
）
は
、
去
る
６
月

２５
日
か
ら
３０
日
ま
で
、
神
奈
川
県
藤

沢
市
の
市
立
秩
父
宮
記
念
体
育
館
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

連
日
の
む
し
暑
さ
と
、
出
場
選
手

の
増
加
に
よ
る
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
り
、
選
手

・
役
員
と
も
に
、
連

日
宿
合
に
戻
る
の
は
夜
遅
く
に
な
る

と
い
う
状
態
の
中
で
、
次
々
と
熱
戦

が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

男
子
団
体
戦
は
、
電
電
東
京
が
安

定
し
た
強
さ
を
み
せ
、
ル
ー
キ
ー
の

土
田
を
要
所
に
配
し
、
く
い
下
が
る

高
岡
市
役
所
を
３
１
１
で
降
し
優
勝

し
、　
一
方
女
子
団
体
戦
で
は
、
創
部

わ
ず
か
三
ヵ
月
と
い
う
サ
ン
ト
リ
ー

が
、
み
ご
と
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
粘

り
で
、
準
決
勝
で
優
勝
候
補
最
右
翼

の
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
に
逆
転
勝
ち
し
、

続
く
決
勝
で
も
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
を
圧
倒

し
て
初
優
勝
を
と
げ
た
。

鈴木健二監督を中心によくまとまった電々

東京チーム

今河

泉村

0

17 10
1  1

18 15

2

飯栂
野
野尾

尾   田 尾池 土田

崎   所  崎田 田所
2     0    2    2

15156 8 10 15151515
1  1  1  1  1  1  1  1  1
7 3 15 1515 8 1 6 10

1     2    0    0

斎  銭  平界 銭今

藤   谷 井  谷井

第
２６
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
特
集

ま
た
個
人
戦
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

は
、
銭
谷

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
が
若

さ
で
小
島

（ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元

町
）
に
楽
勝
、
同
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、

ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
栂
野
尾

・
飯
野

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
が
優
勝
し
た
。
女

子
で
は
湯
木

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
が

順
当
に
実
力
を
示
し
、
シ
ン
グ
ル
ス

と
と
も
に
、
池
田
と
組
む
ダ
ブ
ル
ス

で
も
優
勝
し
た
。
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は

栂
野
尾
夫
妻

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
が
堺

・
湯
木

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
に
圧
勝

し
た
。

◆
男
子
団
体
戦

▽
準
々
決
勝

高
岡
市
役
所

３
１
０

ス
ワ
ロ
ー
化
研

ヨ
ネ
ッ
ク
ス

３
１
２

ト
ヨ
タ
自
工

河
　
　
　
崎

３
１
１

電
電
北
海
道

電
電

東

京

３
１
１

関

東

自

工

醜　柵２（‐５‐２‐５‐‐‐６‐５９）・は　楊

米　沢２（‐５‐０‐５‐‐‐‐０‐５８）・栂野尾
■
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
ダ
ブ
ル

ス
を
タ
イ
に
そ
し
て
、
栂
野
尾
と
飯

野
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
栂
野
尾

が
米
沢
に
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
末

敗
れ
た
時
点
で
、
望
み
は
断
た
れ
た
。

■
電
電
東
京
と
し
て
は
、
ど
う
転
ん

で
も
ダ
ブ
ル
ス
を
取
れ
る
と
踏
ん
で

お
り
、
比
較
的
楽
に
決
勝
進
出
を
果

た
す
か
と
思
わ
れ
た
が
、
河
崎
の
斎

藤
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
試
合
は
も
り

上
り
を
み
せ
た
。
斎
藤
は
尾
崎
に
対

し
、
速
い
ド
リ
ブ
ン
ク
リ
ヤ
ー
と
ド

ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
効
果
的
に
用
い

て
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た
。
し
か

し
第
２
ゲ
ー
ム
か
ら
ス
タ
ミ
ナ
を
失

い
、
惜
し
い
星
を
落
と
し
た
。

▽
決
勝
組電東
３（”２‐―‐０‐）‐鶴調市

馳　嘲２（‐５‐５８‐‐１６‐‐‐５）・知　鶏

山本次生監督を中心にサントリーチーム

▽
準
決
勝

鶴醐市
３（鞭０‐‐‐２‐）‥
用ネッ

鯉電東
３（聴‐２‐―‐０）‐
河　崎

今

泉
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15 15
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牧関

野村

優勝を決めて飛び上って喜.い徳田とサント

リーベンチ

今

泉

牧
　
野

■
電
電
東
京
の
勝
因
は
何
と
い
っ
て

も
尾
崎
の
頑
張
り
で
あ
っ
た
。
ダ
ブ

ル
ス
で
は
池
田
の
好
リ
ー
ド
に
合
わ

せ
て
、
よ
く
走
り
よ
く
打
っ
た
。
第

１
ゲ
ー
ム
こ
そ
落
し
た
も
の
の
、
次

第
に
調
子
を
上
げ
、
第
２
ゲ
ー
ム
、

第
３
ゲ
ー
ム
は
マ
イ
ベ
ー
ス
を
失
う

こ
と
な
く
、
強
豪
ペ
ア
の
河
村

。
今

泉
を
破
っ
た
。
次
の
田
所

。
土
田
が

関
村

・
牧
野
に
拾
い
ま
く
ら
れ
、
ペ

ー
ス
を
失
っ
て
敗
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
合
せ
る
と
こ
の
先
勝
は
き
わ
め

て
貴
重
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
。

そ
し
て
尾
崎
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
も

疲
れ
の
み
え
た
今
泉
を
左
右
に
ゆ
さ

ぶ
り
、
会
心
の
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
た
。

つ
ね
に
こ
の
日
の
よ
う
な
プ
レ
ー
を

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
ひ

と
ま
わ
り
大
き
な
選
手
に
な
る
こ
と

は
確
実
で
あ
ろ
う
。

◆
女
子
団
体
戦

▽
準
々
決
勝

河
　

　

崎

３
１
１

北

辰

電

機

サ
ン
ト
リ
１

３
１
０

旭
光
学
益
子

ヨ
ネ
ッ
ク
ス

３
１
０

ト
ヨ
タ
自
工

電
電

東

京

３
１
０

琴
平

電

鉄

▽
準
決
勝

けレト
３（韓２‐―‐Ｈ）２
河　崎

鰍本田
０
⌒９４‐―‐５‐５）２
磁　麻

徹本ω
２
⌒‐５‐５‐‐００）０
・舞　螂

徳一　田
２
⌒‐‐‐‐‐‐００）０
渡　辺

西　尾
０
⌒３６‐―‐‐１．）２
湯　木

秋本ω
２
（‐‐１１９田８４‐‐）１
池　田

須琳ッ
３（精２‐―‐０‐）‐
組電東

嘲野幌
２
⌒‐５‐５‐‐２．）０
儲　麻

戯　徴
０
⌒５‐０１‐１５‐５）２
価　鵬

導　内
２
⌒‐‐‐‐‐‐６０）０
清　水

栂
野
尾

２

⌒
‐‐‐‐
‐ ‐
２ ６
）
０

石
　
崎

■
河
崎
は
湯
木

、
池
田
の
二
人
で
全

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
初

め
か
ら
苦
し
い
内
容
は
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
当
然
な
が
ら
勝
負

は
最
終
ゲ
ー
ム
の
秋
本
側
×
池
田
の

シ
ン
グ
ル
ス
に
持
ち
こ
さ
れ
た
。
第

１
ゲ
ー
ム
接
戦
の
す
え
先
取
し
た
池

田
は
、
な
ぜ
か
第
２
ゲ
ー
ム
出
足
か

ら
動
き
が
悪
く
、
ミ
ス
も
多
く
フ
ァ

イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
ヘ
と
も
つ
れ
た
。
最

終
ゲ
ー
ム
大
き
く
リ
ー
ド
し
た
池
田

は
順
当
に
勝
利
を
に
ぎ
る
と
思
わ
れ

た
が
８
点
で
ピ
タ
リ
と
と
ま
り
、
ジ

ワ
ジ
ワ
ば
ん
回
さ
れ
る
と
ま
す
ま
す

動
き
が
悪
く
な
り
、
終
盤
は
別
人
の

よ
う
な
プ
レ
ー
を
く
り
返
し
、
つ
い

に
逆
転
負
け
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
。

約
二
百
名
と
い
う
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
の
国
内
試
合
で
は
初
め
て
と

い
う
応
援
団
の
声
援
を
受
け
て
サ
ン

ト
リ
ー
チ
ー
ム
は
み
ご
と
に
決
勝
ヘ

コ
マ
を
進
め
た
。

し
か
し
、
時
折
応
援
が
勇
み
足
を

し
て
他
の
コ
ー
ト
の
試
合
を
中
断
さ

せ
る
な
ど
不
手
際
も
あ
っ
た
。
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
と
い
う
競
技
は
本
来
き
わ

め
て
静
か
な
雰
囲
気
を
要
求
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
会
社
の
代
表
と
し
て
戦
う
、

実
業
団
大
会
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、

多
‐少
は
止
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き

カ▽
決
勝

サ
ン
ト

リ
ー

秋
本
ω

徳

田

谷秋
本
国

ヨ
ネ

ッ

ク

ス
我

妻

古
　
谷

栂
野
尾

陣
　
内

西　尾２（‐‐１１５‐‐１９０‐‐）．古　谷

徳一　田２（‐‐１１９‐‐１６５‐２）・栂野尾

岬峠摯轟̈
］］ほ轟一一一い「

受
け
て
元
気
い
っ
ぱ
い
、
伸
び
伸
び

と
プ
レ
ー
を
続
け
、
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
を

退
け
た
。
古
谷
も
細
い
体
を
せ
い
い

っ
ぱ
い
使
っ
て
、
単
複
に
健
闘
し
た

が
、
西
尾
と
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム

は
す
で
に
全
力
を
使
い
果
た
し
、
最

後
は
気
力
だ
け
で
シ
ャ
ト
ル
を
打
っ

て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ル
ス
に
ム
ラ

の
な
い
オ
ー
ダ
ー
を
組
め
る
サ
ン
ト

リ
ー
は
、
十
分
な
練
習
量
と
会
社
の

強
力
な
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
登
場
、

そ
の
チ
ー
ム
カ
を
生
か
し
、
創
部
わ

ず
か
八
十
七
日
で
、
日
本

一
の
座
を

獲
得
し
た
。

優勝杯を手に喜びをかみじめるサントリー

の面々

0    2     3

EEII
2    0   Y

地元 TVKテ レビでは女子団体戦を放映した



体団子男

1高 岡 市 役 所 (富
2名 古 屋 市役所 (愛
3田 辺製 薬王子 (東
4新 日 鉄 釜 石 (岩
5三菱化成四日市∈
6山陽国策パルプo」 口)
7日産 自動車横浜 ぐ嘱謝I

8沖  電  気 体 殉
9神 鋼 尼 崎保 D
10旭 光 学 益 子 砺
11岐 阜 県 庁 低 阜)
12松 下 電 器 伏 阪)

13富 士重 工群馬いに馬)

14大 津 市 役 所磁 賀)

15三 菱電 機長崎 (長 崎)

16横 浜 市 役 所榊嘲 |)

17三 菱電機福山仏 島)

18海 自 隊 舞 鶴鯨 粉

19日 産自動車吉原 (静 岡)

20東 京 都 庁錬 剌
21川 崎重工神戸びξ局

2日 立 化 成鉄 殉
23三菱重工名古屋曖 知

24丸 善石油下津o欧山)
25サ ンケン電気←〕⊃

26香 り|1県 庁幡 りID

27国 鉄 大 井錬
28日 曹 二 本 木 晰

29三 菱電 機郡 山頗

30ス ワロー化 研 伏

め

知

つ

っ

電 電 北 海 道 G励 60

リ オ  ン僚 京)61
東 燃 和 歌 山●蠍山)62
富 士 通 川 崎 僻剌 ||)63

興亜石油大阪伏 阪)64
栃 木 県 庁 栃 木)65
新 日鉄 名古屋 曖 知 66

北 辰 電 機 錬 粛 67

塩 野 義 製 薬伏 阪)68
岡 山 市 役 所 個 山)69
富士 フイルム (静 岡)70
松 風 陶 歯鯨 わ 71

茨 城 県 庁鉄 城)72
川 崎重工坂出僣 川)73
金 沢 市 役 所籠 り:D74
三 菱重工横浜G剌 ||)75
東 レ 滋 賀 0玄 賀)76
日 研 化 学←゙ 玉)77
大  蔵  省錬 ガ 78
興亜石油麻里布α」 口)79
富士重工宇都宮砺 わ 80

福 井 市 役 所

“

井)81
大 日日本電線鋲 Л⇒ 82

日 本 電 装曖 知)83
キ リン ピール鮮 馬)84
神 奈 川 県 庁憫 ID 85

住 友 生 命(大 田 86

富士電機千葉∈ 葉)87
河 崎 ラケッ ト錬 粛 88
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31ヨ ネ ッ ク ス 鰊 →

32日本パルプ米子 (鳥 つ

33住 金 和 歌 山御帥
34い す ゞ自動車 leJID
35日 本自動変速機 (静 D
36スカイアルミ深谷(埼 ⊃

37福 井 銀 行編 →
38日 立 水 戸 (爽 抑

39阪 急 電 鉄 (大 ω

40住 友化学菊本 (愛 の
41東 京 簡 保 (東 つ
42神 戸 市 役 所 俣 励

43市  川 毛 織 (千 カ
44名 古 屋 鉄 道 (愛 ③

45国 鉄 北 海 道 (lm
46河 内 町 役 場砺 ガ
47小松製作所粟津 (石 り)

48日 本 鋼 管蜘 ID

49明 治 生 命錬 歳

Ю 松下 電工彦根 (滋 賀)

51埼 玉 県 庁 (埼 ∋

52諏 訪 精 工 合 (長 勁

53三 井造船玉野 (岡 ID

54三 菱 自工京都 (京 都

55大 阪 ガ ス (大 腕

56日 立 本 社錬 つ
57住 友金属鋼管俣 D
58三 菱電機群馬鮮 馬
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単子男般

1銭 谷 欽 治 (河 崎 )

2自 井
― (海 自 舞 鶴 )

3矢 野 信 夫 (日 立 因 島)
4安 部 一 夫 (国 鉄 後 藤 )
5松 居 宏 司 (ト ヨ タ 自工 )
6高 橋 保 則 (三 菱重工横浜 )
7竹 原  茂 (電 電 近 畿 )
8関 村 順 治 (高 岡 市役 所 )
9今 井 貝U明 (大 日日本電線 )
10田 中 政 円J(丸 善石油松山 )
11山 本 洋 彦 (1ヒ 辰 電 機 )

12月ヽ林 信 行 (三菱 脚 日市 )

13立 花 良 明 (田 辺 製 薬 )
14坂 本 賢 二 (宇 部 興 産 )

15山 崎 幸 男 (関 東 自 工 )

16鈴 木 健 二 (電 電 東 京)

17青 木 昭 弘 (富 士 通 会 津 )
18佐 木々  登 (日 本 石 油 )
19日 下   昇 (百 十 四銀 行 )
20赤 塚 正 三 (電 電 北 海 道 )

21上 藤 朝 之 (三 菱電機伊丹 )
22米 田  守 (三 菱電機群馬 )
2米 原 照 男 (高 岡 市役 所 )
24川 合 信 之 (ト ヨ タ 自工 )
25菅 野  孝 (日 立 水 戸 )
26巽  康 司 (関 東 自 工 )
27塩 飽   初 (新 日 鉄 広 畑 )
28阿 部 哲 夫 (新 日 鉄 釜 石 )
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31蛍納   均 (津 田 駒 工 業 )
32正 岡 洋 三 (豊 田 織 機 )

33西 村 龍 夫 (ヨ ネ ッ ク ス)
34井 出 裕 雄 (富 士 フイルム)

35高 原 信 幸 (神 戸 市 役 所 )
36佐 藤 義 孝 (電 電 北 海 道 )

37鷲 尾 正 一 (ス ワロー化研 )

38上 田 証 雄 (電 電 東 京)
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鎌 田  哲 (三 菱重工横浜)2
佐 藤 正 己 (三菱化成四日市)93
斉 藤 敏 行 (河   崎)94
池 田 文 昭 (ス ワロー化研 )95
米   正 隆 (北陸コカコーラ)96
辻     優 (三 菱重丁長崎)97
斉 藤 英 昭 (横 浜 市 役 所)98
松 島  保 (ト ヨ タ 自工 )99
高 橋 利 行 (新 日 鉄 釜 石)1∞

芹 沢 英 彦 (日本自動変速機)101

尾 崎 幹 雄 (電 電 東 京)102

笠 井 教 行 (関 東 自 工 )103
FdEE  誠 (住 化 菊 本 )104
島 打 総 蔵 (住 友 金 属)105

末 広 秀 樹 (字 部 興 産)106

平 松 重 吉 (新 日 鉄 広 畑)107
平 井 克 英 (河 崎)108
三 上 隆 康 (富土重工報 )109

遠 藤 好 男 (電 電 北 海 道)110
内 田 啓 一 (平 塚 市 役 所)111

高 真  広 (国 鉄 後 藤 )112
横 内 耕 二 (ヨ ネ ック ス)113

山 下 順次郎 (電 電 近 畿)114

大 塚 忠 一 (日 立 因 島)115

古 川 正 行 (東 レ 滋 賀)116

本 間 llR次 (ト ヨ タ 自工 )117



単子女

1湯 木 博 恵 (河
2福 沢 美知代 (ピークスポーツ
3北 村 恭 子 (松下電工彦根 )
4月ヽ橋 よし江 (住 友 金 属 )
5菅 原 より子 (電 電 東 京 )
6浦 田 由美子 (ト ヨ タ 自工 )
7日向野 藤 枝 (旭 光 学 益 子 )
8仲 本 恵 子 (住友金属鋼管)
9中 川 恵 子 (不 二 越 )
10上 田 敏 恵 (日 立 戸 塚 )

H古 谷 成 代 (ヨ ネ ッ ク ス)
12M fr E +(E+:zr:^c7)t
13小 山 洋 子 (富 士 通 長 野 )

14牛 田 真齢鳥(百 十 四銀 行 )

15ニ リ|1清 美 (ト ヨ タ 自工 )

16天 野 博 美 (北 辰 電 機 )

17多 田 慧 子 (福 井 市 役 所 )

18関   京 子 (三菱電機長崎)
19海 老 恵美子 (新 潟 NTN)

"嚇 ― (地 崎 工 業 )

21秋 本 八代美 (サ ン トリー)
22石 原 英 子 (高松琴平電鉄 )

23藤 井 清 子 (松下電工彦根 )

Z小 林 洋 子 (ト ヨ タ 自工 )
25酒 井 澄 子 (申 町山 )

26谷  美津子 (サ ン トリー)
27岩 崎 映 子 (1ヒ 辰 電 機 )

28原   難 紀 (三菱電機神戸 )
29遠 藤 美舒 (関 東 自 工 )

∞ 川 角 貴 子 (住 友 金 属 )

31清 水 礼 子 (電 電 東 京 )

32今 田 真知子 (電 電 東 京 )

33児 玉 都 子 (地 崎 工 業 )
34三 浦 佳 子 (羽 後 銀 行 )

35片 山 泰 恵 (ト ヨ タ 自工 )

36藤 井 由美子 (旭 光 学 益子 )

37永 井 睦 子 (神 鋼 高 砂 )

38長 井 美 枝 (四 国 銀 行 )

39小 松 雪 枝 (不 二 越 )

40長 田 千恵子 (三 菱重工横浜 )

41栂野尾 悦 子 (ヨ ネ ッ クス )
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沼 能 久 子 (旭 光 学 益子 )42
谷 島 広 子 (住 友 金 属 )43
楠 田 栄 子 (ネ申 鋼 尼 崎)44
陣 内 裕 子 (ヨ ネ ック ス )45
山 口 豊 子 (百 十 四銀 行)46
宮 本 /」‐ (1ヒ 辰 電 機 )47
辻 口 和 美 (ト ヨ タ 自工)48
棧 利 志 子 (地 崎 工 業)49
佐 藤 正 江 (日 立 戸 塚)50
佐 藤 厚 子 (羽 後 銀 行)51
中 村 正 枝 (福 井 市 役 所)52
風 間 と く(住 友 金 属)53
原 友 子 (電 電 東 京)54

7Elり ||千恵子 (ピークスポーツ)55
高 野 美青 (地 崎 工 業)56
工根 本 栄 子 (ト ヨ タ 自工)57
主矢 野 柳 子 (神 奈 り|1県 庁)58
八 木 鈴 枝 (神 鋼 高 砂 )59
遠 藤 治 美 (不 二 越)60
徳 田 敦 子 (サ ン トリー)61
田 美 加 (河 昨5) 62

石 橋 久 子 (住 友 金 属)63
北 沢 仁 子 (富 士 通長 野)64
宮 代 文 江 (日 立 戸 塚 )65
増 山 直 子 (旭 光 学 益 子)66
寺 本 裕 子 (新 日鉄製品研 )67
田 中 由 美 (四 国 銀 行)68
我 妻 たき子 (ヨ ネ ックス)69
米 田 裕 子 (三 菱電機群馬)70
西 尾 ― (サ ン ト リー)71
布 上 茂 美 (ト ヨ タ 自工 )72
田 垣 恵美子 (地 崎 工 業 )73
山 田 敏 子 (松下電工彦根 )74
古 口 茂 子 (旭 光 学 益 子 )75
秋 本 幸 子 (サ ン トリー)76
吉 沢 郁 子 (住友金属鋼管)77
砂 川 則 子 (関 東 自 工 )78
水 品 真由美 (新 潟 NTN)79
湯 川 泰 子 (住反釧覇調則め 80

石 崎 茂 子 (電 電 東 京)81
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複子男般

1栂野尾・飯 野 (ヨ ネ ックス
2横 山・鶴 見 (日 産 栃 木
3井 内 0奥 村 (住 金 鋼 管
4泉 ・石 渡 (日 本 石 油
5上 野・芳 上 (三井造船玉野 )
6野 本。田 児(電 電 東 京)
7山 本・嶋 田 (福 井 市 役 所
8金 子・ 平 (横 浜 市役 所)
9 畑 0山 崎 (不  二  越 )
10滝 野・岩 田 (電 電 近 鉄
11笠 井・高 橋 (関 東 自 工
12富 田・立 り!|(石 岡 市役 所

13磯 野・岩 尾 (ト ヨ タ 自工

14平 山・平 沢 (電 電 北 海 道

15 堺 ・斉 藤 (河
16西 島・井 出 (富 士 フイルム

17中 山・宮 本 (り‖崎 市 役所

18高 藤・伊 佐 (松 風 陶 歯
19山 本・大 塚 (日 立 因 島

20米 原・米 沢 (高 岡 市 役 所
21木 村・ 遠 藤 (電 電 北 海 道 )
22村 石 0斉 藤 (本 田技研狭山

23西 原・山 田 (大 津 市 役 所 )
24川 又・ 北 (昭 和 電 工 )
25塩 飽・平 松 (新 日 鉄 広 畑 )

26カロ藤・菱 田(名

27滝 沢・佐 野 (ス フロー化研
28宇 治・り|1村 (住 友 金 属 )
29田 所 。土 田 (電 電 東 京
∞ 笠 井・古 都 (富 士 市 役 所

31り :1上・田 中(富土重工宇都宮)
32松 本・中 野 (横 浜 市役所 )
33松 居・南 田 (ト ヨ タ 自工 )
34村 谷・和 田 (日 立 水 戸

35平 井 0角 田 (河    崎
36白 井・自 井 (海 自 舞 鶴 )

37高 橋・橋 本 (新 日 鉄 釜 石)
38末 広・河 添 (宇 部 興 産 )
39牧 野・関 村 (高 岡 市 役所 )
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河 村・今 泉 (高 岡 市役所)40
竹 内・田 中 (丸善石油松山)41
磯 山・松 田 (東 京 三 洋)42
森 田・今 井 (大 日日本電線)43
広 木・斉 藤 (横 浜 市 役所)44
赤 塚・高 木 (電 電 北海 道)45

2F
村 上・山 本 (名 Ck) 46

1

藤 田・藤 田 (本 田技研狭山)47
西 村 0大 場 (ヨ ネ ックス)48
山 崎・ 巽 (関 東 自 工)49
今 井・銭 谷 (河    崎)"

2F
奥 野・央 野 (新 日鉄名古屋)51
三 上・大 島 (富壇 宇都宮)52
中 島 0山 下 (電 電 近 畿)53
鈴 木・町 田 (電 電 東 京)54
高 橋・古 谷 (三菱重T横浜)55
上 藤。矢 賀 (三 菱 電 機)56
駒 田・岡 田 (住友金属鹿島)57
松 島。り|1合 (ト ヨ タ 自工)58
池 田・尾 崎 (電 電 東 京)59
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2 ―中 野 0辻 (三 重 長 崎)60
±小 山・ 英 (香 川 県 庁)61
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―渡 辺・寺 田 (富  士  通)65
主久保田・能 登 (埼 玉 県 庁)66

2F

富 田・上 田 (東 レ 滋 賀)67
月ヽ 林・伊 藤 (三 菱 化 成)68
鷲 尾・池 田 (ス ワロー技研)69
佐 藤・ 今 (日 立 化 成)70
八 り‖・清 水 (不  二  越)71
九 原・佐 藤 (電 電 北 海 道)72
山 本 。上班 (北 辰 電 機)73
斧 0り :1瀬 (日 立 戸 塚)74
谷 沢・青 木 (富 士 通 会 津)75
高 原・幡 中 (神 戸 市役 所)76

0
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佐 藤・佐 木々 (日 本 石 油)62
高 真・木 村 (国 鉄 後 藤)63
宮 本・村 田 (電 電 近 畿)64
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このマークを署げ に

の日為 は語れなしЪ

NOB‐ 75くエ リー ト〉
モスグ リーンメタリンク(ケース付 )

フレーム価格 ¥5′ 000

N03‐ 73くオ=ルマ ン〉
カ レーメタリック(ケース付 )

フレーム価 格 ¥4′ 500

日本バ ドミント協 会推薦
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尾崎,栄冠を奪い返す大健闘
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西尾はシングルスー本にしぼり健闘 もなめらかにリターンする徳田

事実上の決勝と見られた準決勝対河崎戦で,池田を逆転で降した秋本(/11この秋本いの頑張 りな くしてサン トリーの優勝はなかった
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シングルスでは敵なしの湯木

女王の座

まったくゆるがず

聰

´  磁

団体戦につづき, 2つ 目の栄冠を
ねらった西尾・秋本 ,'、 たつたか

団体戦の不調をとり返して 2位に

くいこんだ池田

湯木・池田は危げなく優勝
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丁he 27th
lnterCol lege Badminton
(全日本学生選手権大会御案内) ヽT~Flノ等` 子

‐十 塁  J-1奮 A17=llEP禾 !例 ノ
~

学生界で一番大 きなイベ ン トが東京で10月 26日 よ り始 まります。

この大会も今年でもう27回 を数え,年々その大会規模,試合内容
ともに充実し見応えのあるものとなつております。特に今回は久し

ぶりに東京で行う事になり今までにない最高の大会になるかと思わ

れます。

本大会は,全国各地から学生の精鋭者達が集い,学生チャンピオ
ンを決める大会です。最近学生の中から日本協会派遣選手として海

外遠征のチャンスに何回か恵まれ前途有望なこの学生達が一堂に参

加し,技を競う様は見る人を離さない魅力があります。
つきましては,本大会を下記の要領で開催致しますので是非御来
場の上学生達に御声援の程お願い致します。

言己

1)日
2)会

10月 26日 (匁～31日 (日 )

東京都駒沢体育館 (26,27,29日 )

東京都駒沢屋内球技場 (26,27,28日 )

国立競技場代々木第 2体育館 (有料 30,31日
個人,団体決勝戦 )

入場料 特別券 (中央通路より下側)¥700(前売¥600),
一般券¥500(前売¥400),学生券 ¥300(前売¥250),

小学生以下無料  (30日 ,31日 の入場券です )
※前売券発売所

○〒150渋谷区神南 1-1-1岸 記念体育会館
関東学生バ ドミントン連盟 Tel(03)469-7565
0都内各プレイガイド (9月 中旬以降 )

東西対抗競技会

10月 24日 lB)12時より 於東京都駒沢体育館 (入場無料 )

●関東学生バ ドミントン連盟●

程

場

3)

4)



※ラケ ッ トお買上げの方先着 3,000名様にラケ ッ ト掛 けを進呈致 します。

18
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バ ドミントン

テニス

プロショップ

●渋谷店
Z,03-400-7390

世界で初めての

バ ドミントン

プロショッフ

至

1し

●バスターミナル  寿



複子女

1 湯 木・池 田 (河 崎 )

2笹 部・瀬 川 (日 産 横 浜 )

3谷 島・遠 藤 (住友金属鹿島)

4山 田・藤 井 (松 下電工彦根 )

5関 ・川 本 (三 電 長 崎 )

6棧 利・山 岸 (地 崎 )

7吉 田。木 村 (電 電 近 畿 )

8古 谷・我 妻 (ヨ ネ ックス )

9木 伏・神 原 (新 潟 NTN)

lo青 木・増 山 (旭 光 学 益 子 )

11八 木・永 井 (神 鋼 高 砂)

12天 野・高 井 (1ヒ 辰 電 機 )

13石 田・檜 原 (松 本 精 機)

14布 上 。蒲 田 (ト ヨ タ 自工 )

15 谷 ・秋 本 (サ ン トリー)

16宇田り||・ 福 沢 (ピークスポーツ)

17日向野・古 口 (旭 光 学 益 子

18長 田・石 田 (三 菱重工横浜 )

19片 山・辻 口 (ト ヨ タ 自工 )

"清
 水 0福 原 (電 電 東 京

21仲 本・ 吉 沢 (住友金属兵庫)

2北 沢・小 山 (富 士 通 長 野 )

2宮 代・半 田 (日 立 戸 塚 )

24佐 藤・三 浦 (羽 後 銀 行

25平 井・山 田(高 松琴平電鉄)

%石 橋・り‖ 角 (住友金属鹿島)

27栂野尾0陣 内 (ヨ ネ ックス )

2

2巴

田 所・石 原 (高 松琴平電鉄 )28

鈴 木・矢 野 (神 奈 川 県 庁)29

仁 平・黒 川 (日 産 栃 木 )30

北 村・ 岩 根 (松 下 E_E彦根)31

楠 田・山 鹿 (神 戸 製 鋼)32

宮 本・岩 崎 (北 辰 電 機 )33

高 野・塚 本 (地 崎)34

伊 能・及 り||(ヨ ネ ックス)35

lm *.= 11 (r a t ET) 36

月ヽ 橋 0風 間 (住友金属鹿島)37

菅 原 0中 鉢 (電 電 東 京)38

遠 藤・月ヽ 松 (不 二 越 )39

西 尾・秋 本 (サ ン トリー)40

石 崎・今 田 (電 電 東 京)41

向  ・ /jヽ 林 ( ト ヨ タ 自工)42

石 り!卜 柳 (古河サン商事)43

大 木・遠 藤 (関 東 自 工)44

湯 り!|・ 酒 井 (住農釧茅田則D45

楠 瀬・森 り:|(四 国 銀 行)46

多 田。中 村 (福 井 市 役 所)47

佐 藤 0上 田 (日 立 戸 塚)48

今 田・高 谷 (ヨ ネ ックス)49

菫田 林・松 井 (住友金属大阪)50

児 玉・田 垣 (地   崎)51

山 田・植 草 (日 産 横 浜)52

原 ・竹 下 (三 菱 電 機)53

藤 井・沼 能 (旭 光 学 益 子)54
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30才 以 上 男 子 単

1鈴 木 勝 之 (三 菱重工横浜 )

2釜 屋 明 和 (大 津 市 役 所 )

3鈴 木  蕃 (東 京 都 庁)

4早 川  博 (日 立 水 戸 )

5滝   正 孝 (富 士 フイルム)

6高 山 昭 二 (横 浜 市 役 所 )

7宮 原 秀 三 (日 田 市 役 所 )

9福 井 達 雄(三 菱 自工京都|

10小 山 包 博 (神 奈 川 県庁)

11藤 原  航 (三井造船玉野)

12茂 木 正 弘 (三 菱電機群馬)

13塗   嘉 夫 (新 日鉄広畑)

14須 田 孝 夫 (諸 江 製作 所)

15星 野 義 昭(電 電 東 京)

16来 田 正 雄 (神 鋼 尼 崎)

17古 館 信 義 (日 本 化 成

18甘 粕 完 治 (日 立 戸 塚)

19堀 越  進 (北 辰 電 機)

"片
上 逸 志 (住 化 菊 本)

21林  厚 志(山 陽 パ ル プ)

22宮 永 武 司(明 治 生 命)

23田 中  至(神 鋼 尼 崎)

24斉 藤  満 (日 本 石 油)

25山 中 保 一 (東 ン 滋 賀)

あ 田 中  靖 (市 川 毛 織 )

27増 井 孝 夫 (三菱脚 日市)

吉 田 邦 男 (日 豊 通 信)28

池 部 勝 美 (国 病 舞 鶴)29

山 中  誠 (り‖崎重工千葉)30

田 丸 勝 己 (三井造船玉野)31

坂   元 彦 (横 浜 市 役 所)32

吉 野 章 二 (東 京 簡 保)33

主永 原 昌 雄 (不 二  越)34

黒 崎 二 男 (1ヒ 辰 電 機)35

高 橋 勝 美 (三菱電機群馬)36

上 川  章 (日 産 横 浜)37

植 松 虎 雄 (神 鋼 尼 崎)38

田 沼 靖 朗(大 蔵 省)39

主春 武 俊 ― (日 田 市役所)40

大 野 幸 雄(十 條 伏 木)41

- 茂 (安 立 輸 )42

瀬 野 俊 策(海 自隊 舞 鶴)43

富 田 健
~(日
本 IBM)44

宮 岡 康 臣(山 陽 パ ル プ)45

島 田  稔(東 京 都 庁)46

京 屋 孝 治 (日 本 石 油)47

友 金 利 一 (神 鋼 尼 崎)48

中 東 三 嘉 (日 立 化 成)49

小 原 政 己 (沖 電 気本店)∞

本 田 民次郎(住 化 菊 本)51

小 り|1清 市 (新 日鉄 広畑)52

岩 堀  武 (日 立 精 機)53

渡 辺 直 人 (横 浜 市役所)54
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1春 武・宮 原 (日 田 市 役 所
2月ヽ柳。大 野 (郵  政  省
3増 永 0阪 井 (福 井 市 役 所 )
4渡 辺・安 藤 (横 浜 市 役 所
5人 間。余野木 (東京トヨペット
6黒 崎・堀 越 (1ヒ 辰 電 機 )
7福 井・戸 沢 (三 菱 自工京都 )
8大 村・岡 野 (日 産 横 浜 )
9高 橋 0茂 木 (三菱電機群馬
10小 松・藤 井 (岡 山 市 役 所
11早 川・福 田 (日 立 水 戸
12五本木 。野 坂 (安 立 電
13瀬 野・田 野 (海 自 舞 鶴 )
14田 中。松 岡 (市 川 毛
15京 屋 0斉 藤 (日 本 石 油
16吉 田・山 田(日 豊 通 信
17野別 ・鬼 島 (郵  政  省
18友 金・来 田 (神 戸 製 鋼
19 岸 ・近 藤 (三 菱重工横浜

"森
谷・ 星 野 (電 電 東

1 山 田 正 弘 (新 日鉄製品研
2森 永 恭 昌 (国 鉄 後 藤
3中 村  守 (国 病 舞 鶴
4及 り‖  昇(日 本 鋼管京浜|
5木多見 光 男 (海 自 下 総 :

6久 保   宏 (大 津 市 役 所 )
7木 山 茂 雄 (興 亜 石
8川 田 喜 一 (安 立 電 気)
9片 山 修 治 (電 電 近 畿)
lo堺  三 徳 (十 條 伏 木
11曽 根 徳 郎 (国 病 舞 鶴
12森 脇 等 夫 (国 際 電 気
13佐 木々 義 政 (国 鉄 後 藤 )
14榎 森 信 二 (日 本鋼管京浜)
15三 苫 孝 一 (住 化 菊
16里 見 良 三 (諏 訪 精 工 舎
17小 林 忠 信 (三 電 神 戸

1横 井・谷 口 (ク ラ ン 西 条
2tfr.8fr(,ifrEfi.il.ffif
3池 田・ 片 山 (電 電 近 畿
4高橋鱒。片 岡 (三 菱重 工横浜
5松 永 0田 村 (国 鉄 後 藤
6岡 本・水 り||(岡 山 市 役 所

30才 以 上 男 子 複

2

40才 以 上 男 子 単

40才 以 上 男 子 複

2

鈴 木・島 田 (東 京 都 庁)21
塗 ・小 り||(新 日本 製 鉄)22
片 上。本 田 (住 化 菊 本)23
本 摩 01ヒ リ||(塩 野 義 製 薬)24
出 口・ 坂 (横 浜 市 役 所)25
藤 原 0田 丸 (三井造船玉野)26
山 中・田 中 (東 レ 滋 賀)27
古 り||。 志 村 (澤 藤 電 機)28
滝 ・り|1原崎 (富 士 フイルム)29
鈴 木・倉 田 (三菱重工横浜)30
増 井・ガヽ 林 (三 菱 化 成)31
野 沢・渋 谷 (阪 急 電 鉄)32
小 山・山 本 (神 奈 川 県 庁)33
植 松・ 田 中 (神 戸 製 鋼)34
宮 永 。杉 本 (明 治 生 命)35
富 田・石 原 (日 本 IBM)36
田 沼・佐 野 (大  蔵  省)37
林 ・宮 岡 (山 陽 パ ル プ)38
木多見。中 畑 (海 自 下 総)39
り|1 上・永 原 (不  二  越 )40

吉 田  昇(大 日日本電線)18
高 橋 秀 夫 (三菱重工横浜 )19
大 道 秀 夫 (日 立 因 島)"
伊 藤 政 彦 (東 京 簡 保)21
西 村 岡1光 (電 電 近 畿)22
千 葉 重 信 (住 化 菊 本 )23
田 中 賢 介 (二 重 長 崎)24
遠 藤 啓 治 (日 本 鋼管京浜)25
梅 .枝 孝 之 (国 病 舞 鶴)26
北 詰 隆 美 (神 奈 川 県 庁)27
原  明 弘 (ガ濯饗降漸粟津)28
井 原 平ハ浪B(国 鉄 後 藤)29
和 田 正 毅 (平 塚 市 役 所 )3Cl
山 田 達 也 (大 日日本電線)31
保 田 誠 一 (宇都 宮市役所 )32
浜 中  誠 (丸善 石油松山)33

遠 藤・榎 森 (日 本 鋼 管)8
上 田・大 道 (日 立 因 島)9
三 苫 0千 葉 (住 化 菊 本)10
森 脇・鈴 木 (国 際 電 気)11
麟 木・井 原 (国 鉄 後 藤)12
高 橋・清 水 (三 菱重工横浜)13
吉 田・山 田 (大 日日本電線)14
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複混
△

1今 井・池 田 (河 崎

2米 田 。米 田 (三 菱電機群馬 )
3川 瀬。宮 代 (日 立 戸 塚
4野 本 0清 水 (電 電 東 京

6鈴 木・中 鉢 (電 電 東 京)
7 巽 ・砂 り‖(関 東 自 工 )
8古 谷・石 田 (三 菱重工横浜 )
9 畑 。遠 藤 (不  二  越|
10飯 野・陣 内 (ヨ ネ ッ クス|

11 堺 ・湯 木 (河 崎

12羽 石・ 日向野 (旭 光 学 益 子 )

13大 場 。古 谷 (ヨ ネ ッ ク ス)

14山 崎。大 木 (関 東 自 工 )

15松 島・布 上 (ト ヨ タ 自工 )

16中 村・嶋 田 (福 井 市 役 所 )

17鎌 田・長 田 (三 菱重工横浜 )

18古 り‖・中 原 (東 L/滋 賀 )
19田 所・今 日 (電 電 東 京)

池 田・石 崎 (電 電 東 京)20
多 田・山 本 (福 井 市 役 所)21
斧 。佐 藤 (日 立 戸 塚)22
伊 沢・古 口 (旭 光 学 益 子)23
菅 原・我 妻 (ヨ ネ ッ クス)24
山 本 。天 野 (1ヒ 辰 電 機)25
松 居・浦 田 (ト ヨ タ 自工)26
新 丼・宇田川 (ピークスポーツ)27
高 橋・遠 藤 (関 東 自 工)28
土 田・菅 原 (電 電 東 京)29
日 下・牛 田 (百 十 四 銀 行)30
小 山・鈴 木 (神 奈 り|1県 庁)31
西 村 。今 田 (ヨ ネ ッ クス)32
鈴 木 。足 立 (三 菱重工横浜)33
永 原 。中 り||(不  二  越)34
り|1合・小 林 (ト ヨ タ 自工 )35
横 山・仁 平 (日 産 栃 木)36
栂野尾・栂野尾 (ヨ ネ ック ス)37
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当然のことながら0見事なチームワークとコンピネーシヨンで優勝し
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m特 性を生かした言1話題のバンブず乃ット。4

Hソゴ

竹製なればこそ発揮できる成力が

バドミントンのプレーに適 した材質

の特性であることに着目して、その

研究成果を集積、ここに今話題の

バンプーラケノト〈ハイ・トーマス〉が

誕生しました。

■竹と木の合板による強靱なフレームと

細くて長いテーバーシャフトによる抜群
の反溌力と反提音。■薄いフレームに竹

独特の強 さとしなりがシャープな振 りと

動 きを可能に します。■ ガ ント張 りによ

るラケ ットの変形 が起 らない。■ソフ ト

グリ ソプが手に良 くな じみます。

NO

日本バ トミントン協会推奨

B45AIカ ハー付|¥4,000

‐ ―

二』111::二 1:奏 :職 r∫■出寵3驚  |

理想のカントウインテックス

'4′

弾力性 耐久性ハンクンのステンレスス
チールワイヤーをきの高級カットてす。

すばやい動きがいつもフレッシュ4′
′`ドミントンラケット(ノ、イ・トーマス



日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
編

審
判
に
関
す
る
‐００
問
集

問
９
　
審
判
員
は

一
つ
の
大
会
に
つ
い
て
何
人
必
要

な
の
で
す
か
。

本
目　
審
判
長
は

一
大
会

一
人
で
す
。
副
審
判
長
は
、

そ
の
会
場
が

一
会
場
の
と
き
は

一
人
、
二
会
場
以
上

の
と
き
は
そ
の
会
場
数
と
同
じ
だ
け

い
る
と
い
い
で

す
ね
。
主
審
以
下
は
、
直
接
各

コ
ー
ト
の
任
に
つ
き

ま
す
。
そ
し
て
規
定
で
は

一
コ
ー
ト
に
つ
き
、
主
審

一
名
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ

一
名
、
線
審
は
四
名

が
通
例
で
す
。
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
と

線
審
は
状
況
に
よ
り
増
減
ま
た
は
省
略
し
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（規
定
１９
条
）

わ
が
国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
普
通

一
名

で
す
が
、
外
国
で
は
二
名

つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

主
審
以
下
は
コ
ー
ト
数
に
応
ず
る
人
数
が
必
要
で
す

ね
。
ま
た
、
続
け
て
何
試
合
も
の
審
判
を
す
る
こ
と

は
疲
れ
も
し
ま
す
の
で
、
二
交
代
も
し
く
は
二
交
代

は
で
き
る
よ
う
に
人
数
を
確
保
す
る
方
が
よ

い
で
し

問
１〇
　
一削
間
で
、
「
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
と
線
審

は
状
況
に
よ
り
増
減
ま
た
は
省
略
し
て
も
よ
い
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
ど
の
程
度
増
減
ま
た
は

省
略
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

本
目
　
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
主
催
ま
た
は
主
管

す
る
大
会
で
は
、
増
減
や
省
略
は
望
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
会
予
算
の
関
係
で
、
た
と
え
ば
準
決
勝

ま
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
を
省
略
し
、
線
審

を
二
名
で
行
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区

の
大
会
で
は
、
線
審
を

一
名
に
し
た
り
、
と
き
に
は

線
審
を
省
略
し
て
ラ
イ
ン
の
判
定
を
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

ま
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

間
＝
　
審
判
員
は
、
大
会
中
ど
ん
な
場
所
に
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
　
審
判
長
の
位
置
は
主
会
場
の
役
員
席
の
中
に
定

め
ま
す
が
、
状
況
視
察
の
た
め
、
他
の
会
場
を
廻
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
副
審
判
長
の
位
置
は
割
り
当
て

ら
れ
た
会
場
の
役
員
席
の
中
に
定
め
ま
す
。
主
審
以

下
は
直
接

コ
ー
ト
の
任
に
つ
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の

位
置
は
本
編
問
１９
ま
た
は
規
定
３０
条
を
参
照
し
て
下

さ
い
。
そ
の
他
の
と
き
は
、
審
判
員
控
席
に
い
る
わ

け
で
す
。

問
１２
　
審
判
長
の
任
務
に
つ
い
て
お
皓
し
し
て
下
さ

し答
　
審
判
長
は
国
際
規
則
の
レ
フ
ェ
リ
ー
に
あ
た
り

ま
す
。
そ
の
大
会
の
審
判
に
関
す
る

一
切
の
責
任
を

負
う
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（規
定
１６
条
）
審
判

長
は
、
訴
え
が
あ
れ
ば
競
技
規
則
の
解
釈
上
の
疑
義

に
つ
い
て
判
決
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（規
定
２‐
条

。
規
定
１６
条
）
こ
の
審
判
長
の
判
定
は

最
終
決
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
会
委
員
長

（大
会

運
営
に
関
し
て
の
責
任
者
、
規
定
１３
条
）
や
競
技
委

員
長

（大
会
ル
ー
ル
制
定
者
、
規
定
１５
条
）
な
ど
が

こ
れ
を
く
つ
が
え
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
競

技
規
則
の
解
説
三
の
０
に
基
づ
い
て
、
必
要
が
あ
れ

ば
細
則
を
定
め
る
の
も
審
判
長
の
任
務
で
す
。
こ
れ

を
会
場
ル
ー
ル
と
い
い
ま
す
。
審
判
長
は
、
会
場
ル

ー
ル
を
定
め
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
参
加
者
全
員

に
適
切
な
方
法
で
明
り
ょ
う
に
告
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
普
通
、
競
技
開
始
に
先
立
っ
て
開
か
れ
る

代
表
者
会
議
や
開
会
式
の
際
に
審
判
長
自
ら
周
知
さ

せ
ま
す
。

間
”
　
副
審
判
長
は
審
判
長
の
代
り
を
す
る
の
で
す

ね
。
答
　
そ
う
で
す
。
副
審
判
長
は
、
審
判
長
の
補
佐
を

す
る
の
が
そ
の
任
務
で
す
。
そ
こ
で
主
会
場
以
外
の

会
場
に
は
、
審
判
長
は
と
き
ど
き
廻
っ
て
く
る
だ
け

で
し
ょ
う
か
ら
、
副
審
判
長
は
、
そ
の
会
場
の
審
判

に
つ
い
て
重
責
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
主
会
場

の
副
審
判
長
も
審
判
長
不
在
の
場
合
、
同
じ
で
す
ね
。

問
１４
　
主
審
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

答
　
主
審
は
ア
ン
パ
イ
ア
ー
に
あ
た
り
、
競
技
規
則

に
よ
り
、
担
当
の
試
合
を
つ
か
さ
ど
り
、
正
否
を
即

決
し
て
得
点
を
宣
し
ま
す
。
（規
定
２０
条
）
そ
し
て
、

そ
の
試
合
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
審
判
法
の
解
説
は
、
大
部
分

が
主
審
の
職
務
に
つ
い
て
の
解
説
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
第
２
章
で
の
べ
ま
し
ょ
う
。

問
１５
　
サ
ー
ビ
ス
・
ジ
ャ
ッ
シ
の
役
目
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

答
　
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

②



審
判
員
の
中
で

一
番
新
し
く
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
プ
レ
ー
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
な

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
バ
ー

・
ウ
エ
ス
ト
や
オ
ー
バ
ー

・
ハ
ン
ド
な
ど
競
技
規
則
上

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

主
審
だ
け
で
は
な
か
な
か
見
分
け
に
く
い
面
が
あ
り

ま
す
の
で
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
専
門
の
判
定

者
を
設
け
、
こ
の
人
に
正
否
を
即
決
す
る
権
限
を
与

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
も
次
の
章

（
１３
ペ

ー
ジ
問
３０
）
で
く
ゎ
し
く
の
べ
ま
し
ょ
う
ね
。

間
１６
　
線
審
は
、
シ
ャ
ト
ル
の

「
イ
ン
」
「
ア
ウ
ト
」

を
判
定
す
る
だ
け
で
す
か
。

答
　
は
い
、
そ
れ
が
線
審
の
本
来
の
任
務
で
す
。
自

分
の
担
当
す
る
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

（間
１９
参
照
）
シ

ャ
ト
ル
の
落
下
点
を
判
定
し
ま
す
。
こ
の
判
定
は
最

終
的
な
も
の
で
、
主
審
も
こ
れ
を
く
つ
が
え
せ
ま
せ

ん
。
（規
定
２８
条
）

そ
の
ほ
か
、
主
審
か
ら
意
見
を
問
わ
れ
た
と
き
に
は
、

自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
（規
定

２９
条
）
し
か
し
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は

主
審
の
判
断
で
き
ま
り
ま
す
。

問
１７
　
前
の
試
合
に
敗
け
た
人
が
、
次
の
試
合
の
審

判
を
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
。

答
　
敗
者
審
判
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
ね
。
全
国
高

校
大
会
で
は
、
昭
和
四
六
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

教
職
員
の
全
国
大
会
で
も
、
こ
れ
を
と
り
入
れ
た
よ

う
で
す
。

こ
れ
は
大
会
経
費
を
節
約
し
て
少
し
で
も
大
会
開
催

の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
い
う
の
が
最
初
の
ね
ら
い

で
し
た
が
、
も

っ
と
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
た
い

も
の
で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
愛
好
者
は
、
プ

レ
ー

だ
け
で
な
く
、
審
判
法
に
つ
い
て
も
し

っ
か
り
勉
強

し
て
は
し
い
と
思

い
ま
す
。

全
国
の
高
校
生
が
、
プ

レ
ー
に
傾
け
て
い
る
情
熱
を

同
じ
よ
う
に
審
判
法
に
も
注

い
で
も
ら
え
る
と
、
そ

れ
だ
け
、
わ
が
国
の
審
判
技
術
は
す
ば
ら
し
い
進
歩

を
示
す
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

問
１８
　
主
審
や
線
審
は
試
合
の
途
中
で
交
代
し
て
も

よ
い
の
で
す
か
。

答
　
試
合
中
は
続
け
て
同
じ
審
判
員
が
当
る
の
が
望

ま
し
い
わ
け
で
す
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
れ

ば
交
代
し
ま
す
。

あ
る
大
会
で
、
五
つ
の
対
抗
戦
を
全
部
同
じ
主
審
が

審
判
す
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、　
一
試
合

ず

つ
で
交
代
で
き
れ
ば
、
疲
労
に
よ
る
誤
審
も
少
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。

第
２
章
　
審
　
判
　
法

間
”
　
審
判
の
し
方
に
つ
い
て
、
何
か
規
定
が
あ
る

の
で
す
か
。

答
　
昭
和
二
五
年
Ｉ
Ｂ
Ｆ
か
ら
審
判
員
心
得
が
各
加

盟
国
協
会

へ
通
達
さ
れ
、
わ
が
国
で
も
こ
れ
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
て
実
際
の
審
判
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
章
の
審
判
法
で
は
、
こ
の
審
判
員
心
得
に
つ
い

て
話
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
２０
　
そ
れ
で
は
、
私
達
が
審
判
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
心
が
ま
え
が

一
番
大
切
で
す
か
。

答
　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
規

則
」
を
は
じ
め
、
大
会
運
営
規
定
や
審
判
員
心
得
な

ど
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（心
得
１
条
）

で
す
か
ら
規
則
を
本
当
に
身
に
つ
け
て
、
自
信
を
も

っ
て
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
観
衆
に
は
っ
き
り
わ
か
る
よ

う
、
冷
静
で
し
か
も
公
平
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

問
２‐
　
主
審
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
・
線
審
の
コ

ー
ト
上
の
配
置
と
主
審
ま
た
は
線
審
の
担
当
ラ
イ
ン

を
く
わ
し
く
説
明
し
て
下
さ
い
。

〓
目　
主
審
以
下
の
コ
ー
ト

・
サ
イ
ド
の
位
置
は
左
図

の
通
り
で
す
。

点
線
の
ラ
イ
ン
は
主
審
が
、
実
線
の
ラ
イ
ン
は
線
審

が
担
当
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
主
審
が
担
当
す
る
ラ

イ
ン
は
、
０
の
場
合
　

ンヽ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス

・
ラ

イ
ン
と
セ
ン
タ
ー

・
ラ
イ
ン
で
す
。
（
心
得
…
審
判

員
心
得
の
略
）

０
の
場
合
　

ンヽ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス

・
ラ
イ
ン
と
セ

ン
タ
ー

・
ラ
イ
ン
な
ら
び
に
自
分
の
側
の
サ
ー
ビ
ス

・
ラ
イ
ン
で
す
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
サ
ー
バ
ー
が
よ

く
見
え
る
場
所
に
位
置
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
移

動
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
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インターナン●ナルハネエース
ニュートーナメント
インターナンロナル
ナッンュ
メィビススタンター ド
メイビス

4U2ン ョー トノヽ ンン  Wヽソ C―lUU,
″        (W60‐ 85)

425プ リーンスカー ト
575半 袖ンャツ (女子用 )
572半 袖ンャツ (男 子用 )
172セ ーター
212フ ンピース
214フ ンピース
176ベス ト
145男 F・・ リカラーシャツ (長袖 )
144男子エ リカラーシャツ (半袖 )
820シ ョー トバンツ
244女子エリカラーシャツ
120シ ョー トンくンツ
,21女子ショー トパンツ
200巻きスコー ト
920女 fシ ョー トパンツ
121シ ョー トパ ンノ
242女子ライン入リシャン
142男子ライン入 リンャン
122シ ョー ト́ くンツ
241女子シャツ
141男子シャッ
202ブ ッーンスカー ト
20,フ レアスカー ト

シューズの部
カワナキオ リンナルンューズ
パ ドミン トンシューズ  (レ ツ ド )

υ02U′ヽヽミン
D010ノ ｀ドミン
パ ドミン トンポス
パ ドミントンポス

T座式ステーフレポー

ンス●Lヽ 炒卿生 ′
ン支柱

(T字型 )
ル

ヨネックス・スポーツ佛

緊

=ク

後 rダflす躊

河崎ラケ ットエ業佛

佛 ゴ ー セ ン

東  亜 織  い

ZO.UUU
15,500
10,000
10,000
22,000

2,000
1.800
2,000
2,300

所
　
佛
　
　
”
佛
佛
帥

″畔″̈
　　ツトエ業・・や

村
　
ス
　
　
ク
　
　
ス

［　一　　̈
い″ヨネック

佛
佛
”
　
所
佛

ケツトエ業馨一″̈̈
″

”̈
　̈』ヨネック

Z.20U
2.100
2.200
2,200
2.200
5,600
5.500
5.500
4.500
3,500
3.300
5.300
,200
,000
2,800
2,8oo
2,60o
2.500
2.300
2,500
2,300
2,200
2.200
2,200
2.000

打
ケ
打
打
個
打
打

ラヶットの部・
エリー ト
オールマン

プルーツース
スタミナデ,ッ クス
スタミナ
ウイニングコース
ファインストローク
ェバークィン
′ヽ― ドンロ ッ ト
NQB 60ス フニー
NQB 55エ タセン/ト
NoB 45´ イヽ・ トーマス
NQB 40フ イアンス
NO.B55コ スモス
ニュープラック
ニュー ミニ

ウィンナー
シルメー

ンルバーホークNS-5000
ンルバーホークBX-4000
カアル トン 37X
カアル トン &7
キャリー 7S
キャリー  フG
s-74 オールアタック
S-75 ラッンュ

選手用

初級用

選手用

(  ″

(   ″

5.000
4,500
4,000
3.500
5,000
5,000
2.500
2.100
1.800
4.500
4,200
4,000
3.500
●500
2.800
2,300
1,800
1500
4,000
●800
ス
'007900
4,900
3.900
5,500
5,000
4.500
4,500

400
500
200
700
500
500
400
400
550
500
400
550
300
300
200
400
350

河崎 ラケ ットエ業い

佛 ゴ ー セ ン

佛 トヨグス ポ ー ツ

佛 西 山 製 作 所

メ トロ レン ャー 佛

齢 諸 江 製 作 所

″    (グ リーン )

トリングスの部

用手

″
″
″
″
″

違
インープデラックス (青メパイクル )
″     (赤 スパイラル )

インープ

イオーンープ (■スパイラル )
″   (ア ンパー )

コンカー
ロンンープ
アカツキナイロン
ウィンテックス

LEOINA SHEEP 66
HORN SHEEP DX
HORN SHDFIP
SANY― SHEEP SSW
SP SHEEP
TOA OUT
ヨネックスンープ DX
ヨネックスンープ

合

″
″
″

S-75 ヨネックス・スポーツ

"500
000
キングメイト

０
０

く詫敷の事版 より,予告なく価格が変更される場合がありますが,あらか じめご了ホくださヽヽ>

ゴール ドキン



編
集
室
か
ら

◇
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
発
行
が
大

変
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
か
今

か
と
催
促
の
お
手
紙
や
ら
電
話
を
い

た
だ
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

◇
今
月
号
は
全
日
本
実
業
団
選
手
権

大
会
の
記
録
を
ま
と
め
ま
し
た
。
思

い
の
ほ
か
ペ
ー
ジ
を
と
ら
れ
、
来
月

に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
事
が

沢
山
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
で
次
号
、
次
々
号
を
編

集
中
で
す
。

◇
来
月
か
ら
編
集
部
に
強
カ
メ
ン
バ

ー
が
２
名
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
な
ん
と
か
遅
れ
を
取

り
返
し
、
内
容
の
ア
ッ
プ
を
は
か
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
読
者

の
皆
様
か
ら
非
常
に
ご
要
望
の
強
い

小
島

一
平
氏
、
中
山
紀
子
さ
ん
の
連

載
の
再
開
も
現
在
企
画
中
で
す
。

◇
他
に
も
、
新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
や
業

界
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
メ
ー
カ
ー
の
方

方
の
ご
協
力
に
よ
り
企
画
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
昨
年
は
モ
ノ
ク
ロ
で
製
作
し
、
東

京
地
区
の
方
に
だ
け
販
売
い
た
し
ま

し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
を

今
年
は
カ
ラ
ー
に
し
よ
う
と
計
画
中

で
す
。
カ
ラ
ー
に
し
て
も
定
価
は
昨

年
と
同
じ
８
０
０
円
に
押
え
る
つ
も

り
で
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
全
国
の

皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、
郵

送
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
際
は
、
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
送

料
実
費
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
し
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
送
料
は
２
０
０
円
か

ら
４
０
０
円
く
ら
い
と
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
順
次
誌
上
で

発
表
い
た
し
ま
す
の
で
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

◇
来
月
号
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
、
全
日
本
教
職
員
選
手
権

大
会
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ダ
ブ
ル
ス
な

ど
の
も
よ
う
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
こ
の
た
び
、
公
認
指
導
員
資
格
審

査
規
定
を
あ
ら
た
に
加
え
た

「競
技

規
則
書
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

定
価
１
部
３
０
０
円
と
し
、
郵
送

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
送
料
等
と
し

て
１
部
に
つ
き
６０
円
を
加
え
て
、
事

務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
青
森
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
、

事
務
所
を
次
の
よ
う
に
変
更
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
●
青
森
県
青
森
市
新
町
２
１
３
１
１

青
森
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
内

青
森
県
学
校
給
食
会
坂
本
敏
彦
気
付

青
森
県
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

電
話
０
１
７
７
１
２２
‐
１
１
１
１

（内
線
）
５
２
２
３

＝
大
会
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
＝

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

１
月
２４

・
２５
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
東
地
区
予
選
決
勝
奪
昼
示
）

２
月
１
日
＝
第
５
回
国
際
競
技
大

会

（日
独
大
会
）
（会
津
若
松
）

２
月
８
日
＝
同
大
会

（函
館
）

２
月
Ｈ
日
＝
同
大
会

（東
京
）

２
月
１４

。
‐５
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
団
体
戦

（東
京
）

３
月
５
日
＝
第
７
回
全
日
本
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（青
企
示
）

４
月
２

・
３
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
地
区
子
選
決
勝

・
対
マ
レ

ー
シ
ア

（
マ
レ
ー
シ
ア
に
て
）

６
月
２５
～
３０
日
＝
全
日
本
実
業
団

選
手
権

（神
奈
川
県
藤
沢
市
）

８
月
―
～
６
日
＝
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会

（長
野
県
中
野
市
）

８
月
Ｈ
～
１５
日
＝
全
日
本
教
職
員

選
手
権

（東
京
都
）

８
月
１８
～
２０
日
＝
全
国
中
学
生
大

会

（仙
台
市
）

◆
開
催
を
予
定
し
準
備
中
の
大
会

９
月
１２
～
‐５
日
＝
全
日
本
社
会
人

選
手
権

（宮
崎
市
）

Ю
月
２５
～
２８
日
＝
国
民
体
育
大
会

（佐
賀
県
牛
津
町
）

１０
月
２６
～
３‐
日
＝
全
日
本
学
生
選

手
権

（東
京
都
）

‐２
月
８
～
‐２
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
個
人
戦

（東
京
都
）

５２
年
２
月
１９

。
２０
日
＝
全
日
本
総

合
選
手
権
団
体
戦

（東
京
都
）

第 8巻第 6号  定価 300円バ ドミン トン界 第80号

本
誌
特
製
合
本
バ
イ
ン
ダ
ー

を
十
二
月
に
発
売
つ
し

昭和51年 6月 1

編集/発行人・秦

日発 行

浩
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電麟 03-467-31‖ (代表 )内線351/03-467-7095(直 通 )
振警 東京 32193

40
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ハ
ガ
キ
で
ご
予
約
を
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3種目をfl暉
″

全ダ選
手権

メトロレジャ‐株式合粒
〒 101東 京都 千代 :‖ lκ外神田5648(03)8333661“や

カアルトン3.7X:大切なパワーの起点であるシャフトの少し

上をフラットに仕上げてありま魂 この為、ストロークのホイッ

プに抜群の弾性が生れ、ショントのフィーリングが見違えるように

良くなりました。このすばらしい弾性をそのまま導入した3.7X

は、パワーとスピードと絶妙のタッチを生みだしました。

¥Z900(フ レームのみ)

カアルトン3.7:シ ャフトは3.7Xに くらべて少し固めになって

いま魂 これは、ショットの正確さと弾性のトータル・パランス

を酉己分し、ベターなフィーリングを与えまtこの為、ラケットは、
あなたの身体そのもののように、すばやい反応を起しま丸

この3.7を使いこなすのは、あなた自身への挑戦で魂

¥■ 900(フ レームのみ)

匡量
口 戸

総発売元

せ1`¬



月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
８０
号

昭
和
五
十

一
年
六
月

一
日
発
行

（毎
月

一
回

一
日
発
行
）

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
　
第
二
踵
郵
便
物
認
可

発

行

所

　

東
一ふ
都
渋
谷
躯
瀞
舗
体．．
シ
会一
″
内一
　

日

本

バ

ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

　

定

価

三
〇

〇

円

時速270Mの
スマッシユ/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが専速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで

ブラックパワーと恐れられています。

N■8100 BLACKEN
●No 8100ブ ラッキー………………¥5′ 500

♂


